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同
項
第
八
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と

し
、
同
項
第
六
号
中
「
及
び
周
辺
防
護
区
域
」
を
「
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区
域
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
及
び
周
辺
防
護
区
域
」
を
「
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区
域
」
に
、「
又
は
周

辺
防
護
区
域
」
を
「
、
周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中

「
及
び
周
辺
防
護
区
域
」
を
「
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区
域
」
に
、「
又
は
周
辺
防
護
区
域
」
を
「
、
周
辺
防

護
区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
及
び
周
辺
防
護
区
域
」
を

「
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区
域
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

三

周
辺
防
護
区
域
の
周
辺
に
、
人
の
立
入
り
を
制
限
す
る
た
め
の
区
域
（
以
下
「
立
入
制
限
区
域
」
と
い
う
。）を

定
め
、
当
該
立
入
制
限
区
域
を
人
が
容
易
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
止
で
き
る
十
分
な
高
さ
及
び
構
造
を
有
す
る
さ

く
等
の
障
壁
に
よ
つ
て
区
画
し
、
並
び
に
当
該
障
壁
の
周
辺
に
標
識
及
び
サ
イ
レ
ン
、
拡
声
機
そ
の
他
の
人
に
警

告
す
る
た
め
の
設
備
又
は
装
置
を
設
置
し
、
並
び
に
照
明
装
置
等
の
容
易
に
人
の
侵
入
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
設
備
又
は
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

同
条
第
三
項
中
「
第
二
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
」
を
「
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
」
に
、「
第
四
号
ハ
」
を
「
第
五

号
ハ
」
に
、「
同
項
第
七
号
」
を
「
同
項
第
八
号
」
に
、「
同
項
第
八
号
」
を
「
同
項
第
九
号
」
に
、「
同
項
第
十
号
か
ら
第

十
七
号
」
を
「
同
項
第
十
三
号
か
ら
第
二
十
号
」
に
、「
第
十
一
号
イ
」
を
「
第
十
四
号
イ
」
に
、「
同
項
第
三
号
」を「
同

項
第
四
号
」
に
、「
及
び
周
辺
防
護
区
域
」
を
「
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区
域
」
に
、「
同
項
第
四
号
及
び
第
五

号
」
を
「
第
五
号
」
に
、「
又
は
周
辺
防
護
区
域
」
を
「
、
周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
」
に
改
め
、「「
防
護
区

域
」
と
、」の
下
に
「
第
六
号
中
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
り
、
及
び
「
防
護
区
域
、

周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域
」
と
、」を
加
え
、「
同
項
第
十
一
号
」
を
「
同
項
第
十

四
号
」
に
改
め
、「
同
項
第
十
六
号
」
を
「
同
項
第
十
九
号
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
第
十
五
条
の
三
」
を
「
第
十
五
条
の
二
」
に
、「
及
び
周
辺
防
護
区
域
」を「
、
周

辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区
域
」
に
、
同
項
第
十
号
中
「
第
十
五
条
の
三
第
二
項
第
十
六
号
」
を
「
第
十
五
条
の
二

第
二
項
第
十
九
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
核
物
質
防
護
規
定
の
認
可
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
後
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
規

定
は
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
間
、
同
項
第
十
一
号
の
規
定
は
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
二
年
間
は
、
適

用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
七
日
ま
で
に
、
法
第
四
十
三
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
核
物
質
防
護
規
定
の
変
更
の
認
可
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
七
十
三
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
三
十

五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
の
表
第
十
一
号
中
「
第
十
五
条
の
三
」
を
「
第
十
五
条
の
二
」に
、「
防
護
区
域
又
は
周
辺
防
護
区
域
」

を
「
第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
防
護
区
域
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
周
辺
防
護
区
域
又
は
同
項
第

三
号
に
規
定
す
る
立
入
制
限
区
域
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
当
該
周
辺
防
護
区
域
を
」
の
下
に
「
人
が
容
易
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
止
で
き

る
十
分
な
高
さ
及
び
構
造
を
有
す
る
」
を
加
え
、「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
七
号
を
第
二
十
号
と

し
、
第
十
二
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
一
号
中
「
及
び
周
辺
防
護
区
域
内
」を「
、
周

辺
防
護
区
域
内
及
び
立
入
制
限
区
域
内
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
十
号
を
同
項
第
十
三
号
と

し
、
同
項
第
九
号
中
「
及
び
周
辺
防
護
区
域
」
を
「
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区
域
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
一

交
流
電
源
を
供
給
す
る
全
て
の
設
備
、
原
子
炉
施
設
を
冷
却
す
る
全
て
の
設
備
及
び
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
を

冷
却
す
る
全
て
の
設
備
の
う
ち
、
防
護
区
域
の
外
に
あ
り
、
容
易
に
妨
害
行
為
又
は
破
壊
行
為
を
受
け
る
お
そ
れ

が
あ
る
設
備
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
り
原
子
炉
施
設
又
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
を
冷
却
す
る
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
内
又
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
内
の
特
定
核
燃
料
物
質
を
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業

所
の
外
に
漏
出
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
設
備
に
は
、
周
囲
に
容
易
に
破
壊
さ
れ
な
い
壁
そ
の
他
の
障

壁
を
設
置
す
る
こ
と
。

十
二

原
子
炉
施
設
及
び
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
設
備
又
は
装
置
の
操
作
に
係
る
情
報
シ
ス
テ

ム
は
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
妨
害
行
為
又
は
破
壊
行
為
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
電
気
通
信
回
線
を

通
じ
た
当
該
情
報
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
遮
断
す
る
こ
と
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
百
七
号

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
七
十
六
条
並
び
に
自
動
車
登
録
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
車
の
登
録
及
び
検
査
に
関
す
る

申
請
書
等
の
様
式
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

自
動
車
の
登
録
及
び
検
査
に
関
す
る
申
請
書
等
の
様
式
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
動
車
の
登
録
及
び
検
査
に
関
す
る
申
請
書
等
の
様
式
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
五
年
運
輸
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
」
を
「
光
デ
ィ
ス
ク
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
」
を
「
光
デ
ィ
ス
ク
」
に
、「
Ｘ
六
二
二
三
」
を
「
Ｘ
六
二
八
三
」
に
、「
九
十

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
」
を
「
情
報
交
換
用
百
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
リ
ラ
イ
タ
ブ
ル
光
デ
ィ
ス
ク
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
」
を
「
光
デ
ィ
ス
ク
」
に
、「
Ｘ
六
二
二
三
」を「
Ｘ

六
二
八
三
」
に
、「
ラ
ベ
ル
領
域
」
を
「
ラ
ベ
ル
」
に
、「
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
」
を
「
記
載
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。
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